
（別添２） 

（転　　用）　　事　　業　　計　　画　　書 

 

令和４年１月１日 

 

（転用）事業計画者　　　　　　　　　　　　　　　　　 

住　　所　　飯豊町大字椿２８８８　　　 

氏　　名　　飯豊　太郎　　　　　　　　 

　（注）転用事業計画者は、農地を農用地以外のものに 

　　　　転用する者。　　　　　　　　　　　　　　　 

 

１．計画に係る事業目的 

　　農家住宅の建設 

 

２．事業計画及び事業概要（建物・工作物等の面積、工期等を含めること。） 

・申請面積 

木造二階建て住宅　２００㎡ 

　車庫　　　　　　　　３０㎡ 

通路・庭等　　　　１００㎡ 

　　　　　　　合計　３３０㎡ 

 

３．事業計画地の状況 

　（１）土地の所在・面積等 

（注）地番毎に記入すること。 

 

（２）農業生産の状況 

 

 

 

 

 

 

 大字 字・地番 面積 土地利用の現況 用途区分 所有者

 　椿 毛倉森 2888 番 1 2500 ㎡ 田 農地 飯豊次郎

 内 330 ㎡

 計 330 ㎡

 作物 反収（kg）又は頭数（頭）

 
水稲 600ｋｇ

（注）耕作を放棄しているときは、

放棄した年次及び理由の概略

を記載すること



 

４．当該土地を選定した理由及び経緯 

　（注）具体的かつ詳細に記載すること 

　現在農作業用の倉庫が不足している。また、現在の住宅は老朽化により日常の生活に不便が生

じている。 

　そこで、住宅を新築し、現在の住宅については倉庫として活用することで、安定的な農業経営

と農作業効率の向上を達成する計画である。 

　計画予定地を設定するにあたり、面積・農地や倉庫への距離等の営農条件・地権者の同意等に

ついて検討した結果、当該地が最適と判断し計画地に選定した。 

 

５．他の個別規制法（都市計画法、森林法、砂利採取法、採石法等）の規制の有無、調整、経過

及び措置予定 

　 

なし 

 

６．事業の実施に伴う付近の農用地又は農作物に対する被害予想の有無（被害が予想されるとき

はその内容及び被害防除措置） 

　（注）汚水等を伴う事業の実施にあたっては、その排出経路などにつき８のいずれかの図面に

示し、説明すること。（青の矢印を用いる。） 

　　 

なし（排水については合併浄化槽を設置） 

 

７．該当土地に関係する土地改良事業 

　（１）事業施行者　　　　　　　　　　　農林水産省 

　（２）事業の種類　　　　　　　　　　　国営造成白川土地改良施設整備事業 

　（３）事業の着工及び完了年度　　　　　平成 12 年度～16 年度 

　（４）該当土地に関係する面積（㎡）　　330 ㎡ 

 

８．添付図面等 

　（１）位置図（付近の土地利用の状況等を明らかにすること。） 

　（２）事業計画に係る建物又は工作物の配置計画図 

（資材置き場にあっては、土地の利用計画図） 

　（３）隣接者の同意書、関係者の念書等 

　（４）その他事業目的及び事業計画地選定の適否等の判断を行うにあたって必要とする資料


